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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第49期

第３四半期連結
累計期間

第50期
第３四半期連結
累計期間

第49期

会計期間
自平成24年４月１日
至平成24年12月31日

自平成25年４月１日
至平成25年12月31日

自平成24年４月１日
至平成25年３月31日

売上高（千円） 27,051,654 26,845,603 35,586,925

経常利益（千円） 909,158 258,096 991,904

四半期（当期）純利益（千円） 502,268 68,984 488,250

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
509,340 271,054 744,633

純資産額（千円） 9,218,284 9,618,078 9,453,578

総資産額（千円） 18,275,585 19,158,184 17,314,826

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
65.99 9.06 64.15

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 50.4 50.2 54.6

　

回次
第49期

第３四半期連結
会計期間

第50期
第３四半期連結
会計期間

会計期間
自平成24年10月１日
至平成24年12月31日

自平成25年10月１日
至平成25年12月31日

１株当たり四半期純利益金額

（円）
37.49 22.69

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。 

　

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが営む事業の内容について、重要な変更はありません。

　なお、主要な関係会社の異動は、以下のとおりです。

（販売部門）

　第２四半期連結会計期間において、新規設立により味堪香港有限公司（連結子会社）を連結の範囲に含めておりま

す。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報

告書に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

  

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）経営成績の分析

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、米国経済の回復基調や新政権による金融緩和等の政策によ

り、円安・株高が進み、緩やかながら景況感に改善の兆しが見られたものの、円安による輸入品価格の上昇や来

春の消費税増税に伴う消費低迷への懸念など、景気の先行きは依然として不透明感を払拭しきれない状況で推移

いたしました。

　食品業界におきましても、景気回復に伴う個人の消費マインド改善など一部において明るい兆しも見られました

が、原油価格や原材料価格が依然として高い水準にあり、引き続き厳しい経営環境で推移いたしました。

　このような状況の中、当社グループは第九次中期経営計画の２年目をスタートさせ、変化の激しい時代に対応す

るため、第一に「商品の研究開発と技術開発の強化」、第二に「営業基盤の拡充と市場開拓」、第三に「利益構造

の改善」、第四に「全社供給体制の強化と効率化」、第五に「経営効率・経営品質の向上」を重点施策とした取り

組みを展開しております。

　なお、セグメント別では営業部門におきましては、主要拠点での展示会開催や、各種イベントに合わせた販売活

動、新規市場開拓、既存顧客への深耕開拓を積極的に行ってまいりましたが、競合他社との激しい価格競争や原材

料価格の高騰などを理由とした顧客側での売り場メニューの見直しなどもあり、当社主要顧客であるスーパーマー

ケットやコンビニエンスストア向けの需要が減少するなど厳しい状況で推移いたしました。

　また、中国関係会社工場での生産品や、海外の委託生産品のコスト上昇に加え、円安による影響で仕入原価が大

きく上昇し、業績を圧迫する状況が続いております。

　一方、平成22年12月に新規事業の一環として立ち上げた「ごぼう茶」ならびにその関連製品の売上高につきまし

ても、前年同四半期を上回る状況ではあるものの、当初見込みを下回る状況で推移いたしました。

　他方、生産部門におきましては、省エネ活動などによる変動費の抑制を図ってまいりましたが、自社製造製品の

売上高に連動した生産稼働率の伸び悩みに加え、当社主要原材料である鶏卵・干瓢・椎茸価格が需給の関係などか

ら前年同四半期に比べ大きく上昇しており、また、原油価格や穀物価格の高止まりに起因した副材料・補助材料費

も高値で推移するなど、製造原価率は前年同四半期を大きく上回る状況で推移いたしました。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は26,845百万円（前年同四半期比0.8％減少）、営業利益は54百

万円（前年同四半期比93.5％減少）、経常利益は258百万円（前年同四半期比71.6％減少）となり、四半期純利益

は68百万円（前年同四半期比86.3％減少）となりました。

　

(2）財政状態の分析

（資産）

　当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ1,843百万円増加し19,158百万円とな

りました。

　流動資産は、前連結会計年度末に比べ1,509百万円増加し11,037百万円となりました。主な増減要因は繁忙期の

売上高増加による受取手形及び売掛金の増加977百万円、販売政策に伴う商品及び製品の増加495百万円、原材料の

備蓄による原材料及び貯蔵品の増加209百万円、現金及び預金の減少547百万円などであります。

　固定資産は、前連結会計年度末に比べ334百万円増加し8,120百万円となりました。主な増減要因は用地取得に伴

う土地の増加180百万円、有形・無形固定資産の減価償却の進行に伴う減少などであります。
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（負債）

　負債合計は、前連結会計年度末に比べ1,678百万円増加し9,540百万円となりました。

　流動負債は、前連結会計年度末に比べ1,338百万円増加し8,381百万円となりました。主な増減要因は繁忙期の仕

入高の増加による支払手形及び買掛金の増加1,360百万円、短期借入金の増加681百万円、未払法人税等の減少306

百万円、賞与引当金の減少163百万円などであります。

　固定負債は、前連結会計年度末に比べ340百万円増加し1,158百万円となりました。主な増減要因は政策的な借入

実行による長期借入金の増加351百万円、リース債務の返済に伴う減少27百万円などであります。

　なお、当第３四半期連結会計期間末の借入金残高は、前連結会計年度末に比べ1,032百万円増加し3,765百万円と

なっております。

　　

（純資産）

　純資産合計は、前連結会計年度末に比べ164百万円増加し9,618百万円となりました。主な増減要因は、為替換算

調整勘定の増加167百万円、四半期純利益の計上68百万円、剰余金の配当による減少106百万円などであります。

　この結果、自己資本比率は、前連結会計年度末に比べ4.4ポイント減少し50.2％となりました。

　

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

　

(4）研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、263百万円であります。　

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 16,000,000

計 16,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
(平成25年12月31日)

提出日現在発行数（株）
(平成26年２月13日)

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 7,700,000 同　左 東京証券取引所市場第二部
単元株式数

100株　

計 7,700,000 同　左 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

 該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成25年10月１日～

平成25年12月31日　
－ 7,700,000 － 1,102,250 － 1,098,990

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成25年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

 平成25年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　 88,900 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　7,610,800 76,108 －

単元未満株式 普通株式　　　 300 － －

発行済株式総数 7,700,000 － －

総株主の議決権 － 76,108 －

 

②【自己株式等】

 平成25年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合(％)

㈱あじかん
広島市西区商工セン

ター七丁目３番９号
88,900 － 88,900 1.15

計 － 88,900 － 88,900 1.15

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成25年10月１日から平

成25年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,255,072 707,266

受取手形及び売掛金
※ 5,247,003 ※ 6,224,959

商品及び製品 1,966,223 2,462,105

仕掛品 3,232 3,565

原材料及び貯蔵品 760,493 970,373

繰延税金資産 160,848 69,783

その他 287,030 683,648

貸倒引当金 △151,201 △83,803

流動資産合計 9,528,703 11,037,900

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,587,717 1,566,028

機械装置及び運搬具（純額） 1,109,733 1,078,139

土地 2,960,387 3,140,466

リース資産（純額） 74,473 66,523

その他（純額） 209,954 310,840

有形固定資産合計 5,942,267 6,161,998

無形固定資産

ソフトウエア 111,746 97,675

リース資産 60,982 50,201

その他 27,098 30,777

無形固定資産合計 199,827 178,654

投資その他の資産

投資有価証券 756,335 809,430

その他 922,058 1,158,829

貸倒引当金 △34,366 △188,629

投資その他の資産合計 1,644,027 1,779,630

固定資産合計 7,786,123 8,120,283

資産合計 17,314,826 19,158,184
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金
※ 2,568,839 ※ 3,928,983

短期借入金 2,512,300 3,193,988

リース債務 73,563 59,043

未払法人税等 318,883 12,300

賞与引当金 272,000 109,000

役員賞与引当金 31,117 22,767

その他 1,267,140 1,055,838

流動負債合計 7,043,844 8,381,921

固定負債

長期借入金 221,000 572,000

リース債務 135,233 107,855

繰延税金負債 13,141 26,860

退職給付引当金 71,165 59,152

役員退職慰労引当金 329,342 345,478

資産除去債務 46,020 45,337

その他 1,500 1,500

固定負債合計 817,402 1,158,184

負債合計 7,861,247 9,540,105

純資産の部

株主資本

資本金 1,102,250 1,102,250

資本剰余金 1,098,990 1,098,990

利益剰余金 7,153,656 7,116,086

自己株式 △64,300 △64,300

株主資本合計 9,290,596 9,253,025

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 177,696 205,626

繰延ヘッジ損益 － 7,025

為替換算調整勘定 △14,713 152,400

その他の包括利益累計額合計 162,982 365,052

純資産合計 9,453,578 9,618,078

負債純資産合計 17,314,826 19,158,184
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

売上高 27,051,654 26,845,603

売上原価 20,280,875 20,727,564

売上総利益 6,770,778 6,118,038

販売費及び一般管理費 5,925,833 6,063,337

営業利益 844,945 54,700

営業外収益

受取利息 1,082 719

受取配当金 9,242 12,851

通貨スワップ評価益 41,314 －

長期為替予約評価益 80,003 160,191

持分法による投資利益 3,967 －

為替差益 － 44,917

その他 15,987 12,418

営業外収益合計 151,597 231,098

営業外費用

支払利息 24,004 21,006

為替差損 59,924 －

持分法による投資損失 － 3,459

その他 3,455 3,236

営業外費用合計 87,384 27,703

経常利益 909,158 258,096

特別利益

投資有価証券売却益 895 －

特別利益合計 895 －

特別損失

固定資産除却損 8,139 4,538

特別損失合計 8,139 4,538

税金等調整前四半期純利益 901,914 253,557

法人税、住民税及び事業税 349,827 95,726

法人税等調整額 49,818 88,846

法人税等合計 399,645 184,573

少数株主損益調整前四半期純利益 502,268 68,984

四半期純利益 502,268 68,984
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 502,268 68,984

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 5,126 27,930

繰延ヘッジ損益 － 7,025

為替換算調整勘定 1,038 119,967

持分法適用会社に対する持分相当額 906 47,146

その他の包括利益合計 7,071 202,070

四半期包括利益 509,340 271,054

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 509,340 271,054

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

連結の範囲の重要な変更

　第２四半期連結会計期間より、新規設立により味堪香港有限公司を連結の範囲に含めております。

　

　

（四半期連結貸借対照表関係）

※　四半期連結会計期間末日満期手形

  四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。な

お、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半

期連結会計期間末日残高に含まれております。

　
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成25年12月31日）

受取手形 15,503千円 8,388千円

支払手形 116,615 148,187

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりでありま

す。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

減価償却費 413,758千円 411,556千円

　

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日）

　　配当金支払額

（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年６月28日

定時株主総会
普通株式 91,333 12.00  平成24年３月31日  平成24年６月29日 利益剰余金

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日）

　　配当金支払額

（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成25年６月27日

定時株主総会
普通株式 106,554 14.00  平成25年３月31日  平成25年６月28日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　
報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２　

営業部門　　 生産部門

売上高      

(1）外部顧客への売上高 27,051,654　 －　 27,051,654　 － 27,051,654　

(2）

　

セグメント間の内部売上高又

は振替高
542　 7,839,447　 7,839,989　 △7,839,989 －

 計 27,052,196　 7,839,447　 34,891,643　  △7,839,989 27,051,654　

 セグメント利益 1,942,071　 426,395　 2,368,466　 △1,523,521　 844,945　

（注）１．セグメント利益の調整額△1,523,521千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用

△1,538,716千円及びたな卸資産の調整額30,131千円が含まれております。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。

　

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。

　

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）　

　
報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２　

営業部門　　 生産部門

売上高      

(1）外部顧客への売上高 26,845,603　 －　 26,845,603　 － 26,845,603　

(2）

　

セグメント間の内部売上高又

は振替高
1,674　 8,293,262　 8,294,936　 △8,294,936 －

 計 26,847,277　 8,293,262　 35,140,539　  △8,294,936 26,845,603　

 セグメント利益 1,697,707　 159,876　 1,857,583　 △1,802,883　 54,700　

（注）１．セグメント利益の調整額△1,802,883千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用

△1,774,200千円及びたな卸資産の調整額4,497千円が含まれております。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。

　

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。

　

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 65.99円 9.06円

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 502,268 68,984

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 502,268 68,984

普通株式の期中平均株式数（株） 7,611,061 7,611,039

　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。　

　

　

２【その他】

　　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成26年２月13日

株式会社あじかん

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 小松原　浩平　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 千々松　英樹　　印

　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社あじか

んの平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成25年10月１日から平成

25年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年12月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論　

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社あじかん及び連結子会社の平成25年12月31日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

　

利害関係　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）1．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　2．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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